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参加型アクションリサーチ×生物指標でガンジス水系流域の衛
生・環境課題を解決する

林 優太（北海道大学水産学部海洋生物科学科2年）

研究アイデアの概要

方法

研究計画

サマーキャンプにて研究アイデアのブラッシュアップ

研究者へのコンタクト, 研究室訪問および質問, アイデアの共有と
ブラッシュアップ

実効性の検証のために,日本の既存コミュニティへの働きかけ, 環
境行動変化の検証

現地でのこどもクラブ等の作成およびすでに対象地域で活動する
NPOへの働きかけ

CBPRの実施と衛生・環境行動の変化についてモニタリング

エネルギー問題が深刻だという認識を持っているにもかかわらず、実際の
省エネ行動とほとんど関係していなかったと結論付けた報告(Olsen, 1981)
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生物指標と参加型アクションリサーチ（CBPR）を組み合わせる
ことで環境行動の変化を促す。

生物指標
参加型アクションリサーチ
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・ガンジス川流域、インドに
おいては下水処理設備の「持
続的な」普及は衛生施設への
投資意識の不十分と使用習慣
のなさにより阻害された。

・ガンジス川流域において①約
6~7割の排水は未処理のまま放
出されている。

目的：参加型アクションリサーチ(CBPR)を通じた地域住民の衛
生・環境に対する行動の変化と、それによる持続的な下水処理施
設（トイレと汚水処理設備）の普及とガンジス水系環境の保護。

対象：ガンジス水系流域に暮らす人々の衛生・環境行動

研究背景

生物指標

参加型アクションリサーチ(CBPR:community-based participatory research)とは

展望

責任感

重要性認知

・河川の汚染、無秩序なダム
の増設は固有種の➁絶滅の危
機を引き起こしている。

GRSbios:ガンジス水系流域
という広い地理的範囲と多
くの評価対象分類群を含む
本研究においては、こうし
た条件下でほかの生物指標
よりも評価精度の高いと分
かっているGRSbiosが適して
いると考える。

社会課題の解決および研究に用いられる参加型アクションリサーチ
(CBPR)と簡易的な水質調査の方法である生物指標を組み合わせること
でガンジス水系流域の衛生・環境課題を解決する。これは、地域の
衛生・環境を改善するだけではなく、ガンジスカワイルカという鯨
類進化研究の貴重な種の保存と生態系の保存にも寄与する。

Awareness of Consequences
(重要性認知)

Ascription of Responsibility
(責任感)

Personal Norm
（個人規範）

Environmental Action
(環境行動)

(図9, 引用:Schwartzの規範活性化理論をモデル化したもの(Van Lierre & Dunlap, 1978) )

人々の衛生・環境意識の変化を促し、環境保護・衛生設備
への投資行動、環境行動を生み出す取り組みが必要！

・中国,揚子江では同じく川に
生息する鯨類であるヨウスコ
ウカワイルカが水質の悪化な
どを受けすでに絶滅している。

①

➁

特殊な器具を用いることなく短い時間で実施できる水質調査の手法。

認識だけでは行動は変化しない

参加型アクション
リサーチの重要性

ｃ©

他の水質調査の手法に比べて容易であるから、子供や地域住民を巻
き込むCBPRと相性がいい。

社会課題の解決・改善を
目的とした、当事者と研
究者との対等な協働によ
るリサーチ。

ガンジス水系生態系の保存

他地域の河川生態系の保存への応用

原始的な骨格をもつガンジスカワイ
ルカの個体数回復・保全に寄与する
ことで、ハクジラ類の進化を解明す
るために重要な「生きている化石」
を保存する。

(図11, 引用:SINE挿入の有無に基づくクジラ類の系統樹)

ガンジスカワイルカを含むカワイル
カ類は多系統ということがわかって
おり、ガンジスカワイルカはハクジ
ラ類の種分化や河川への適応など鯨
類の進化を明らかにするうえでも貴
重な種類である。

(写真1, 引用:ガンジスカ川の川岸にたまったごみを片付ける男性) (写真2, 引用:ガンジス水系に未処理のまま放出される生活排水) 

(図1) 

(図2) 

(図3)

(図4)

(写真3)

(図5, 引用:河川の底生生物と一般名) 

(図6, 引用:小川の底生生物をネットで採取 する様子) (写真4) 

(写真5)

(表1, 引用:高精度な水質調査;RQCとの比較による生物指標GRSbiosの正確性を示した表) 

(表2, 引用:GRSbiosが対象とする種の属名とTS(水質を評価する数値)を示した表,引用元より一部抜粋) 

(図7, 引用:インド周辺の地形図 ©2025 Google)

(写真6,引用:アフリカの青年がCBPR実施の一環として動画を制作する様子) 
(図8, 引用:CBPRが目指すコミュニティー単位での行動変容モデル)

(図10, この研究を実施する上でのフローチャート)

(図3, 図4, 引用:ダムおよび堰の増設によるガンジスカワイルカの亜集団の局所絶滅を示した図)

(写真3, 引用:ガンジスカワイルカの皮膚病変を記録した写真(a), (b), (c), (d))

(写真4,5 引用:アフリカにおけるCBPRの実施の様子, フォトボイス, 動画の作成) 
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